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、

此
の
改
革
の
経
過
を
概
観
す
る
爲
に
先
づ
禰
岡
群
棚
係
の
年
譜
類
を
中
心
と
し
て
天
保
改
革
の
略
年
表
を
掲
げ
ろ
。
（
「
幅
岡
年
代
記
」

「
禰
岡
年
表
」
「
綜
合
掘
岡
藩
年
表
」
「
祇
岡
近
世
年
表
」
）

天
保
四
年

○
十
二
月
廿
四
日
久
野
外
記
江
戸
に
於
て
家
中
並
郡
町
浦
救
一
件
諸
持
仰
せ
付
け
ら
る
。

花
屏
傅
左
術
門
勘
定
所
奉
行
格
同
救
誌
持
。

白
水
要
藏
御
救
受
持
。

一
天
‐
保
五
年
互

○
正
月
十
三
日
白
水
要
祓
平
仕
召
出
。

○
四
月
朔
日
御
家
中
並
び
に
寺
祇
共
郡
町
浦
御
救
の
俵
仰
せ
出
だ
さ
る
ｏ
銀
札
鐘
札
借
渡
。
・

○
五
月
御
救
方
仕
組
之
段
の
博
多
中
島
町
袈
演
手
御
用
地
之
所
芝
居
差
免
さ
る
。

雨
市
中
町
人
よ
り
芝
居
方
の
者
と
定
む
。
（
三
人
扶
持
を
給
す
。
？
）
ノ

○
六
月
廿
二
日
厩
岡
本
町
に
て
御
救
方
役
所
相
渡
さ
れ
役
所
開
、
以
來
御
救
役
所
と
唱
ふ
。

○
八
月
十
二
日
禰
脚
西
職
人
町
演
に
て
御
救
方
藏
所
御
渡
し
。

○
十
月
郡
町
油
之
者
共
よ
り
、
氷
納
銀
之
儀
御
取
起
。
（
茶
忠
、
六
代
大
山
忠
平
永
納
銀
五
十
賀
目
を
納
め
永
代
五
人
扶

持
、
御
用
聞
町
人
格
、
年
行
事
格
と
な
る
。
）

上
方
酒
、
放
酒
貿
入
指
苑
し
。
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○
十
一
月
六
日

○
十
二
月

天
保
六
年

○
正
月

○
三
月
二
十
二
日

○
春

○
七
月
四
日

○
六
月
二
日

○
閏
七
月
四
日

○
八
月
四
日

○
閏
七
月
廿
八
日

○
九
月

○
夏

○
十
一
月
十
日

天
保
七
年

○
六
月
廿
二
側

○
八
月
十
九
日

§

稲
岡
藩
政
史
の
研
究 1

日

立
花
勘
丘
衛
門
、
療
藤
藏
人
中
老
二
屏
遊
左
術
門
大
遜
島
平
左
術
門
引
立
方
請
持
。

松
本
平
内
（
鶏
卵
仕
釦
引
切
誌
持
）
生
蝋
博
多
含
所
取
發
の
爲
登
阪
。

芝
居
興
行
家
中
見
物
差
免
し
。

黒
田
源
左
術
門
一
桁
に
名
を
淡
路
と
下
さ
れ
財
用
諸
持
仰
せ
付
け
ら
る
。

外
野
外
記
岡
、
洩
、
雨
新
地
見
分
、
殿
様
同
然
の
心
得
致
す
様
令
せ
ら
る
。

黒
田
齋
沖
初
め
て
救
役
所
、
郡
役
所
に
赴
く
。

銀
髪
這
具
等
停
止
の
品
差
苑
し
。

大
阪
天
王
寺
屋
忠
次
郎
御
救
方
御
藏
兀
に
仰
せ
付
け
ら
れ
五
十
人
扶
持
、
山
中
等
御
藏
元
役
御
苑
。

黒
田
五
左
術
門
、
同
淡
路
救
一
件
惣
諸
持
、
久
野
外
記
財
用
本
〆
請
持
仰
せ
付
け
ら
る
。

是
よ
り
先
年
貢
米
四
寓
恢
先
納
？
・
・

新
開
墾
地
は
作
り
取
り
と
す
。

富
札
を
公
許
涜
新
地
に
富
第
一
場
設
世
、
間
係
町
人
韮
〕
付
、
銀
子
拝
領
。

家
中
武
士
の
他
価
よ
り
の
借
財
に
つ
い
て
令
す
じ

御
家
中
逼
迫
二
付
、
去
荏
午
年
（
天
保
五
年
御
救
方
）
拝
借
抑
米
、
銀
壹
没
目
に
付
四
佳
充
御
弛
、
右
御
弛
之

四
俵
、
來
酉
成
雨
年
に
抑
忙
納
之
催
相
達
せ
ら
る
。
鈍
誇
“
嚥
輌
榊
路
ｊ

高
桶
屋
平
藏
及
び
組
下
の
者
十
人
低
入
牢
。
（
穂
蛎
一
を
公
械
に
於
て
興
行
せ
し
に
よ
る
か
。
）
次
い
で
姫
島

八
七

’
W

9

■
０
１
０
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
ヨ

、



－1

ノ

白
水
改
革
は
先
。
つ
「
御
救
い
」
と
稲
せ
ら
れ
る
よ
う
に
先
づ
藩
士
を
救
濟
す
る
爲
に
第
一
着
手
と
し
て
紙
幣
を
發
行
し
て
危
機
に
瀕
し
た
武

士
の
生
活
、
ひ
い
て
は
鍵
民
、
伽
内
人
民
の
窮
乏
を
救
濟
し
よ
う
と
し
た
。

併
し
な
が
ら
軍
に
政
治
的
椛
力
の
み
を
背
景
と
し
て
發
行
さ
れ
る
手
形
、
紙
幣
が
回
滑
に
流
通
し
な
い
こ
と
は
蒲
常
局
の
從
來
の
經
鹸
に
よ

っ
て
よ
く
知
れ
ろ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
紙
幣
の
裏
付
け
と
な
る
も
の
べ
先
舎
つ
必
要
と
さ
れ
る
。
故
に
御
救
い
の
開
始
に
先
立
っ
て
先
づ

領
外
商
人
か
ら
の
正
金
借
入
れ
示
行
は
れ
た
。
即
ち
前
掲
の
博
多
町
人
杷
屋
藤
兵
術
の
斡
旋
に
よ
っ
て
新
た
な
大
阪
の
銀
主
か
ら
銀
の
借
用
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
様
な
理
由
に
よ
っ
て
改
革
關
係
の
史
料
に
乏
し
い
爲
歎
字
に
よ
っ
て
之
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
出
來
な
い
が
、
天
保
四
年
銀
談
の
爲
上
阪
し
た
梨
繭
淡
路
守
が
蹄
図
す
る
に
常
っ
て
馬
拾
駄
の
銀
子
が
謝
ら
さ
れ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い

姓
Ｉ

ろ
。

但
し
此
の
拾
駄
の
銀
子
が
果
し
て
璽
賀
に
銀
子
で
あ
る
か
否
か
は
か
か
る
史
料
の
み
で
は
不
明
で
あ
っ
て
、
営
時
窮
乏
せ
ろ
諸
藩
の
中
に
は

稲
岡
藩
政
史
の
研
究
八
八

流
罪
。

○
九
月
久
野
外
記
老
職
御
免
隠
居
。
白
水
要
左
術
門
救
奉
行
御
免
隠
居
。
黒
田
淡
路
慶
嫡
。
（
外
記
の
弟
、
三
奈
木
領

主
黒
田
氏
嗣
子
）

天
保
八
年
（
酉
）

○
六
月
家
中
無
足
組
、
城
代
組
に
令
し
て
群
政
仕
組
存
寄
書
を
出
さ
し
む
。
要
左
衞
門
仕
組
の
非
を
鴫
ら
す
も
の
多

１
』
◎

○
六
月
二
十
九
日
白
水
要
左
術
門
を
捕
え
姫
島
流
罪
。

【

改
革
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・
資
金
米
穀
の
借
入
れ
集
積
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大
阪
よ
り
の
正
銀
借
り
入
れ
に
成
功
し
た
と
稲
し
て
千
雨
箱
を
誇
示
し
領
民
の
信
用
を
か
ち
得
ん
と
し
、
賀
は
そ
の
内
容
は
青
銅
貨
に
過
ぎ
ぬ

姓
２

と
云
う
如
き
詐
術
さ
え
も
行
は
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
か
ら
若
干
の
疑
い
を
存
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又
大
阪
の
天
王
寺
屋
忠
次
郎
等
が
御
救
方
銀
主
或
は
藏
元
と
し
て
此
の
改
革
の
財
政
的
信
頼
に
對
し
て
有
形
無
形
の
寄
與
を
爲
し
た
こ
と
は

営
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
領
内
町
人
か
ら
も
正
金
吸
收
が
企
て
ら
れ
た
。
即
ち
天
保
五
年
十
月
に
は
「
永
納
銀
取
起
」
し
が
行
は
れ
て
「
天
保
弘
化
記
録
」
に
も

「
か
か
る
折
し
も
永
納
銀
と
い
ふ
事
御
隅
逵
あ
り
ｏ
是
〈
郡
町
浦
の
者
よ
り
分
限
に
應
じ
出
銀
致
す
事
也
。
」
と
記
し
又
「
綜
倉
服
岡
藩
年
表
」

に
も

句

「
十
月
郡
町
浦
之
者
共
ヨ
リ
永
納
銀
之
儀
御
取
起
。
」

と
見
え
、
そ
の
庇
際
に
つ
い
て
み
る
と
例
え
ば
博
多
屈
指
の
豪
商
「
茶
忠
」
六
代
大
山
忠
平
の
如
き
は
此
の
時
永
納
銀
五
十
貫
目
を
納
め
永

代
五
人
扶
持
孫
代
御
用
聞
町
人
格
、
年
行
事
格
の
絡
式
を
與
え
ら
れ
て
居
り
同
様
な
相
常
数
の
永
納
銀
提
出
者
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
弧

為
。
，

猫
郡
方
農
村
に
於
け
る
或
る
も
の
は
現
金
の
支
出
に
苦
し
む
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
く
米
納
方
願
い
出
の
爲
に
遠
賀
郡
で
は
木
守
村
大
庄
屋
及

び
惣
代
の
庄
屋
達
が
翌
六
年
一
月
十
二
日
に
箙
岡
に
赴
い
て
居
る
。
（
遠
投
郡
天
保
六
年
「
燗
別
臨
時
切
立
」
）

此
の
外
天
保
六
年
の
閏
七
月
の
記
鋒
に
御
年
貢
米
四
萬
俵
先
納
一
件
の
記
事
が
見
え
て
居
り
、
他
の
傍
證
を
欠
く
爲
積
極
的
に
は
主
張
出
来

な
い
が
、
或
は
現
金
を
群
応
に
吸
收
す
る
一
方
、
此
の
改
革
の
重
要
な
特
色
の
一
つ
は
米
穀
の
操
作
に
よ
っ
て
一
畢
に
利
を
得
ん
と
す
る
こ
と

に
あ
る
か
ら
改
革
の
一
初
期
に
常
っ
て
年
武
米
の
先
細
を
命
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
斯
く
て
内
外
共
に
可
能
な
る
限
り
に
於
い
て
最

大
限
の
賓
金
と
米
と
を
集
積
し
改
革
の
前
提
は
先
づ
此
虚
に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
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力
を
排
つ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
天
保
六
年
正
月
の
御
鯛
番
の
如
き
家
中
に
對
す
る
招
待
状
の
面
影
が
あ
る
。
要
す
る
に
従
来
封
建
肚
含
の

本
質
的
對
立
物
と
し
て
抑
制
さ
れ
來
つ
た
審
侈
に
加
え
ら
れ
た
倫
理
的
価
値
判
断
を
此
虚
に
一
郷
し
て
消
費
を
盛
ん
に
し
、
誇
侈
に
よ
っ
て
放

家
中
武
士
に
對
す
る
御
救
仕
組
の
布
達
が
改
革
若
手
の
初
頭
（
天
保
五
年
四
月
）
に
於
い
て
爲
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

翌
五
月
の
初
こ
れ
に
次
い
で
御
救
方
仕
組
の
稚
定
さ
れ
た
る
一
部
と
し
て
博
多
中
島
町
蕊
浅
手
御
用
地
に
於
い
て
芝
居
が
典
行
さ
虹
、
先
づ

Ｆ

最
初
に
は
胤
平
九
郎
以
下
が
一
簡
月
通
し
興
行
の
成
功
を
納
め
た
。

次
い
で
六
月
十
六
日
に
は
犬
關
稻
妻
、
緋
絨
等
に
よ
る
相
撲
が
興
行
さ
れ
、
以
後
此
の
中
島
に
於
け
る
芝
居
、
相
撲
等
の
興
行
は
改
革
の
破

陀
１
隣
２

綻
迄
繼
絞
さ
れ
た
。
特
に
芝
居
に
開
し
て
は
博
多
祁
岡
両
市
中
町
人
中
よ
り
芝
居
方
が
征
命
さ
れ
、
此
の
所
訓
中
島
新
地
に
於
け
る
諸
興
行
は

結
果
に
於
い
て
は
磁
餅
に
蹄
し
た
博
多
繁
榮
策
を
雌
も
よ
く
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
，

性
３

而
し
て
此
等
の
興
行
は
躯
て
家
中
武
士
及
び
そ
の
家
族
に
對
し
て
も
見
物
が
公
許
さ
れ
、
改
革
獣
時
者
は
此
の
企
劃
に
對
し
て
あ
ら
ゆ
る
努

隆
１
館
屋
藤
兵
衛
と
申
者
、
掛
町
一
一
居
住
者
な
り
し
か
田
生
〈
遠
殻
山
家
の

人
・
若
琶
時
よ
り
焼
物
類
肥
前
伊
漉
里
取
合
、
束
國
の
方
へ
渡
海
の
致

ス
者
な
り
し
が
、
博
多
住
人
と
な
り
（
中
略
）
此
節
の
御
赦
に
軍
入
り

御
家
老
方
ま
で
残
る
方
な
く
口
節
一
と
い
た
し
大
阪
銀
口
蓑
て
城
水
吉

藏
と
云
御
赦
方
組
付
此
人
一
同
の
上
上
阪
迄
致
ス
ｏ
黒
田
淡
路
様
御
赦

の
節
銀
子

蹄
城
あ
り

方
の
な
か
ロ
ー
て
江
戸
御
歸
國
の
節
大
阪
銀
主
引
合
迄
被
仰
聞
御
歸
城

祇
岡
藩
政
史
の
研
究

を
馬
に
拾
駄
ほ
ど
黒
田
一
川
ｕ
の
後
に
引
か
せ
美
々
し
く
御

・
其
後
乘
に
か
の
他
藤
乘
掛
に
て
御
供
致
す
。
此
人
博
多

！

中
の
島
繁
榮
策
⑪
演
劇
相
撲
の
興
行

.’’
ミ

｜
Ⅱ
川
型
の
も
の
な
れ
ば
上
様
の
事
ハ
い
か
に
山
し
た
り
共
致
寡
ｏ
げ
い

に
あ
ら
す
な
れ
共
御
出
生
御
口
在
所
故
の
全
く
げ
い
と
皆
人
是
を
笑
ひ

し
た
り
。
（
下
略
）
（
「
天
保
弘
化
記
鋒
」
）

２
．
祁
岡
藩
天
保
改
革
と
姉
妹
的
開
運
あ
る
中
津
藩
「
天
保
子
歳
の
改
革
」

に
於
い
て
も
そ
の
中
心
人
物
た
る
黒
澤
庄
右
衛
門
は
大
阪
御
川
逹
商
人

か
ら
正
貨
敷
萬
雨
溌
借
り
入
れ
た
と
宜
傅
し
笈
は
小
銭
数
百
画
を
装
う

七
千
雨
鮪
に
擬
し
船
數
艘
に
積
ん
で
之
を
中
津
港
に
回
送
領
國
士
民
の

鵬
を
奪
い
、
之
が
爲
財
界
一
時
安
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。

1

九
○

１
１



”

出
さ
れ
る
腓
斑
力
を
利
用
し
て
侭
幣
の
流
通
を
企
岡
し
た
も
の
と
云
ひ
得
る
で
あ
ろ
う
。

陸
３
中
略
町
演
手
浦
充
政
之
頃
御
船
入
あ
り
し
後
に
文
政
元
年
の
頃
に
蝋
座

御
仕
組
倉
所
有
り
し
文
化
十
四
年
の
頃
に
て
相
や
む
。
此
地
を
文
政
三

１
此
節
芝
居
方
之
老
雨
市
中
よ
り
御
目
鑑
二
て
御
掛
り
被
仰
付
候
人
数
と

は
年
頭
に
那
珂
郡
よ
り
埋
地
に
す
る
ｏ
御
船
方
よ
り
借
用
地
に
相
成
り
此

・
祇
岡
ニ
ハ
職
人
町
油
屋
利
右
衛
門
、
湊
町
魚
屋
渚
次
郎
、
同
町
大
工
済
。
節
御
地
面
毬
地
直
し
の
い
は
し
こ
こ
に
て
芝
居
輿
行
有
り
料
理
茶
屋
等

三
同
町
飯
屋
彌
吉
睡
存
寄
り
ｐ
者
思
ひ
ぐ
に
出
店
ス
ル
。
（
「
篤
齊
叢
書
」
）

博
多
に
て
對
馬
小
路
黒
崎
屋
吉
左
衛
門
、
奥
堂
馬
若
庄
助
．
官
内
酒
屋
．
４
天
保
六
年
正
月

利
吉
、
小
山
町
宇
作
、
櫛
田
前
櫛
脆
磯
平
、
此
渚
共
右
役
人
に
掛
下
さ
相
撲
芝
居
有
之
節
誌
士
之
面
盈
見
物
二
罷
越
候
儀
是
迄
遠
慮
致
居
申
誕

れ
後
二
人
噸
皆
二
三
人
扶
知
を
被
下
し
由
、
何
も
渡
り
不
申
由
。
も
有
之
哉
一
一
而
尤
之
事
に
候
。
然
共
己
來
は
営
代
華
二
而
も
罷
越
候
儀

２
六
月
末
醜
よ
り
中
蹄
演
手
浦
を
諸
云
ふ
と
な
く
渡
新
地
と
名
を
つ
け
不
苦
候
。
籾
又
歌
舞
伎
芝
居
諸
士
之
家
内
見
物
罷
越
候
儀
も
不
及
遼
匝

る
。
袋
町
よ
り
渡
新
地
の
間
酒
屋
有
。
茶
屋
等
は
古
変
展
大
助
、
角
や
候
。
共
節
十
歳
以
下
之
男
子
召
浬
之
儀
不
苦
候
。
然
二
家
主
羅
悟
筋
等

竿
次
、
魚
屋
市
右
衛
門
、
藤
賊
九
助
、
櫻
屋
箭
助
、
川
口
屋
八
左
衛
假
成
二
有
之
向
・
亦
は
共
主
人
見
込
次
節
之
事
二
候
得
共
世
帯
向
及
差

支
候
而
を
竿
ハ
家
内
見
物
之
儀
某
王
人
之
心
得
方
二
可
有
之
事
に
て
右

門
、
湊
展
茂
助
等
門
口
掛
あ
ん
き
う
に
印
詮
附
る
。
中
腿
町
諾
盈
門
口

に
護
子
の
名
を
番
、
掛
あ
ん
ど
う
掛
袋
町
迄
諸
所
に
掛
あ
る
段
々
家
中
之
趣
各
心
得
迄
一
一
相
逹
候
條
施
方
等
之
儀
は
猫
各
了
簡
を
以
宜
様
取
計

方
始
め
鯉
る
役
人
蓮
方
迄
只
よ
ふ
菜
に
梁
し
み
の
時
節
也
。
（
「
天
保
弘
可
被
申
候
。
（
「
二
一
好
生
枚
御
鰯
妖
抜
書
」
）

化
記
峰
己

即
ち
此
の
中
の
島
は
天
保
改
革
の
一
擴
職
で
あ
っ
て
此
の
祁
岡
と
博
多
の
中
間
を
流
れ
る
郡
珂
川
の
デ
ル
タ
を
基
礎
と
し
た
埋
立
地
に
於
い

て
演
じ
ら
れ
た
悲
喜
劇
は
限
岡
博
多
の
市
民
が
総
験
し
た
天
保
改
革
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
中

の
島
新
地
の
最
観
を
一
括
し
て
眺
め
て
み
よ
う
。

天
保
五
年

○
五
月
初
芝
居
興
行
一
簡
月
打
通
（
風
平
九
郎
、
坂
来
荒
太
郎
，
中
山
平
太
郎
、
尾
上
鷲
助
、
片
岡
触
之
肋
、
柴
崎
米
藏
、
藤
川

友
江
、
市
川
玉
紅
）

祁
岡
藩
政
典
の
研
究
九
一

I

ノ

、

■

Ｊ

Ｉ
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Ⅱ
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天
保
七
年

○
夏

此
の
中
の
島
繁
榮

天
保
六
年

○
正
月

○
春

○
同

○
同

○○
同七

○
六
月
廿
七
日 頑

岡
藩
政
史
の
研
究
・
九
二

ｇ
ハ
月
土
ハ
日
御
救
方
相
撲
興
行
。
（
大
關
・
稻
妻
、
緋
絨
、
關
脇
・
小
松
山
、
鋸
、
小
結
・
直
力
、
朝
風
、
天
津
風
、
四
明
獄
、

月

角
力
興
行
。
（
大
關
・
源
氏
山
、
詫
間
、
梅
ケ
枝
、
言
の
瀬
、
眞
柴
山
、
遠
山
、
若
島
川
）肢

１

策
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
は
先
づ
憧
幣
の
流
通
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
從
來
長
く
抑
制
さ

芝
居
興
行
。
（
中
山
新
九
郎
、
瀬
川
多
門
、
坂
束
荒
太
郎
、
胤
橘
二
節
、
嵐
雁
松
）

中
島
町
裏
に
馬
場
仕
整
、
借
馬
差
免
さ
る
ｏ

久
野
外
記
岡
．
演
新
地
見
分
殿
様
同
然
の
心
得
致
す
様
令
せ
ら
る
。

芝
居
興
行
。
（
濱
新
地
）
（
役
春
ｌ
市
川
團
十
郎
、
岩
井
杜
若
、
市
川
雛
十
郎
（
瀧
十
郎
）
、
市
川
鎚
藏
、
嵐
歳
十
郎
、

萩
野
錦
子
、
成
尾
奥
山
、
坂
束
榮
次
郎
、
胤
三
右
術
門
、
風
三
芝
）

龍
門
、
大
江
山
、
岩
戸
山
、
本
中
、
朝
偲
、
荒
川
、
”
鐡
鉋
、
槙
烏
ｂ
大
島
戸
、
柳
島
、
鼓
島
、
入
島
、
駄
木
山
）

黒
田
齋
漉
箱
崎
御
茶
屋
涜
に
て
相
撲
御
斑
。

此
の
頃
雨
市
中
町
人
中
よ
り
芝
居
方
を
定
む
。
（
幅
岡
Ｉ
職
人
町
油
屋
利
左
術
門
、
湊
町
魚
屋
清
次
郎
、
同
町
大
工
清

一
昊
同
町
飯
雄
彌
吉
、
博
多
ｌ
對
馬
小
路
黒
崎
屋
吉
左
衞
門
、
奥
堂
馬
若
庄
助
、
官
内
酒
屋
利
吉
、
小
山
町
宇
作
、
櫛

閉
前
櫛
屋
磯
平
。

市
川
囲
十
郎
（
七
代
目
）
芝
居
興
行
（
中
山
新
九
郎
、
哩
一
若
衞
門
、
淺
尾
奥
山
、
市
川
升
五
郎
）

淨
瑠
璃
芝
居
興
行
。
（
竹
本
亘
勢
太
夫
、
豊
津
辰
遥
、
竹
本
八
口
太
夫
、
竹
本
文
字
太
夫
、
竹
本
澤
太
夫
、
掴
澤
喜

藏
、
同
喜
代
藏
）

亀
、
０
日
１
１
’
■
０
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1
U一

れ
來
つ
た
箸
侈
生
活
を
一
鱒
し
て
之
を
奨
勵
す
る
態
度
に
出
で
た
こ
と
と
規
を
一
に
す
る
も
の
で
、
更
に
此
の
傾
向
は
樺
仙
銭
の
公
螢
に
迄
進
展

す
る
。
、

御
側
御
用
衣
類
方
よ
り
申
出
候
に
は
右
御
免
之
外
町
家
等
の
家
内
博
多

註

１
去
ル
已
年
郡
方
村
々
引
綱
二
仰
付
既
二
吉
凶
二
付
一
音
信
品
々
衣
類
二
至
織
之
将
絹
之
分
相
用
候
者
有
之
可
相
衿
や
相
伺
候
虚
大
目
付
よ
り
指
画

迄
制
度
伺
二
相
成
噛
逵
有
之
百
姓
共
銘
々
受
替
差
出
侯
標
と
の
事
に
て
・
に
ハ
左
緩
之
者
相
見
候
ハ
、
絹
に
て
ハ
無
之
哉
と
可
相
零
木
綿
と
申
侯

正
月
迄
二
掛
り
受
番
相
揃
候
虚
（
中
略
）
ハ
、
夫
成
り
に
見
通
し
候
様
含
有
之
由
前
代
未
聞
の
事
な
ら
ず
や
。

徽
聯
御
救
と
申
事
初
り
御
家
中
ハ
勿
論
在
町
迄
も
銀
の
か
ん
ざ
し
御
免
２
御
家
中
在
町
之
風
流
花
蒋
勝
手
次
節
也
。
左
無
之
而
ハ
金
銀
廻
ら
す
下

勝
士
の
面
々
〈
羅
紗
ぴ
ろ
ふ
と
金
ら
ん
之
衣
服
紺
色
の
日
傘
御
免
、
無
這
雑
儀
致
と
の
存
寄
也
。

患
も
竪
つ
む
き
り
羽
織
、
女
ハ
綿
ひ
ろ
ふ
と
の
襟
帯
等
御
免
と
な
り
家
自
分
之
分
限
を
知
ら
す
金
銀
を
土
砂
の
如
く
散
し
候
者
、
借
財
山
の
如

居
風
流
豚
手
次
第
と
申
事
也
○
く
左
様
の
馬
鹿
も
の
喜
丑
事
限
な
し
。
（
「
天
保
弘
化
記
錘
」
）

天
保
七
年
の
奥
頃
よ
り
滴
新
地
の
漱
樂
街
で
盲
人
赦
と
名
付
け
て
富
鍍
が
行
は
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
浪
の
市
と
稲
す
る
盲
人
の
思
い
立
ち

と
號
す
る
も
そ
の
背
後
に
は
本
締
高
橋
屋
平
藏
の
外
今
一
人
の
本
締
と
し
て
日
田
銀
に
よ
っ
て
其
の
名
を
知
ら
れ
た
幾
後
の
天
傾
日
田
の
商
人

注
１

丸
屋
與
一
が
在
り
、
其
の
傘
下
に
は
久
留
米
在
出
生
と
言
は
れ
る
徳
田
文
左
術
門
な
る
春
が
居
っ
て
専
ら
此
常
鍍
場
を
運
螢
し
た
ら
し
い
・

此
の
要
貞
の
改
革
に
於
て
蒋
舘
の
公
許
さ
れ
た
こ
と
は
あ
や
し
む
に
足
ら
な
い
が
此
の
企
劃
が
弊
撤
す
べ
き
他
領
商
人
に
よ
っ
て
公
然
震
施

さ
れ
た
こ
と
は
雌
目
に
値
す
る
こ
と
で
唯
に
此
の
改
準
が
桁
外
れ
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
確
乎
た
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
て
居
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
・
・

此
の
《
戯
鋪
一
場
の
建
築
は
共
の
屋
上
に
大
火
兇
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
欝
時
の
見
取
岡
に
よ
っ
て
知
ら
虹
ろ
が
、
こ
奴
は
此
の
一
群

の
好
商
等
の
策
略
だ
っ
た
ら
し
く
彼
等
は
此
の
本
建
築
蒄
工
に
先
立
つ
・
て
日
田
丸
屋
與
市
の
寸
志
と
し
て
同
年
泰
服
岡
博
多
雨
市
中
に
十
箇
所

祁
岡
藩
政
史
の
研
究
九
三

富
譲
の
公
誉

Ｉ



－ コ

富
第
一
と
雌
も
御
救
役
所
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
秋
に
至
る
頃
御
墨
付
と
銀
子
を
與
え
ら
れ
た
ら
し
い
。

「
此
秋
口
術
第
一
さ
か
ん
な
り
し
時
高
橋
膣
、
丸
尾
を
始
め
一
統
富
掛
り
の
者
皆
堂
御
書
付
御
銀
子
等
頂
載
被
仰
付
し
也
」

併
し
元
來
が
凹
蠅
の
一
城
下
町
に
過
ぎ
ぬ
小
都
市
に
於
て
此
の
投
機
的
企
業
の
禦
榮
を
永
く
期
待
す
る
の
は
無
理
で
既
に
冬
を
迎
え
ろ
と

「
此
冬
期
に
も
相
成
り
雨
市
中
に
て
は
富
鋪
一
を
か
く
ぺ
つ
〈
づ
み
不
申
太
宰
府
逢
り
に
持
出
し
」
（
「
天
保
弘
化
記
録
」
）

と
な
る
と
云
う
様
に
田
舎
廻
り
を
す
る
位
に
落
ぶ
れ
る
に
至
っ
た
。
又
高
橋
屋
平
藏
に
開
し
て
「
術
第
一
の
う
ま
み
忘
れ
難
く
、
ひ
を
か
に
公

領
に
此
の
一
義
を
持
出
し
興
行
」
し
、
一
‐
此
事
を
御
上
よ
り
段
奄
御
詮
義
に
相
成
り
」
投
猟
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
仰
え
ら
恥
て
居
る
か
ら
或
は

窮
餘
日
田
あ
た
り
迄
進
出
し
、
・
天
領
の
瓢
と
て
藩
総
局
も
拾
て
お
き
難
い
副
態
に
立
至
っ
た
も
の
か
も
し
奴
な
い
。

時
を
同
じ
く
し
て
川
端
米
倉
所
に
於
け
る
博
多
商
人
を
相
手
と
す
る
丸
屋
の
米
相
場
投
機
も
馬
脚
を
現
わ
し
始
め
た
ら
し
い
。
．

註

祀
岡
藩
政
史
の
研
究
九
四

注
２

の
半
錬
付
き
の
火
の
見
梯
子
を
寄
附
し
て
居
る
・
諏
前
の
巧
妙
な
る
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

１
此
第
一
湯
本
メ
ハ
日
田
よ
り
丸
屋
與
一
と
申
者
此
頃
雨
奉
行
に
賄
を
せ

ん
一
と
し
平
藏
に
ぱ
い
増
の
男
二
し
て
賭
幽
段
々
卿
廻
り
山
ら
し
き
事

を
専
一
と
す
る
男
な
り
。
御
図
の
有
様
に
鯉
じ
出
で
來
り
し
者
な
り
。

然
る
に
與
一
卒
藏
此
下
手
者
に
徳
田
展
丈
右
衛
門
と
申
老
蔽
本
番
遜
り

に
居
住
有
り
し
者
（
出
生
は
久
留
米
在
邊
の
者
か
と
云
ふ
）
、
此
者
共

り
し
頃
の
大
銀
札
出
暴
。
此
大
銀
札
は
さ
い
前
引
き
上
げ
に
成
り
し
を
丸
屋
、
養
左
衞
門
に
付
入
御
赦
役
所
よ
り
是
を
取
出
し
、
此
大
本

相
知
れ
品
に
て
相
場
双
方
相
や
む
な
り
。
狐
て
も
お
か
し
き
奉
行
の
有
様
な
り
ｏ
」
（
「
天
保
弘
化
記
録
」
）

事
疵
斯
く
の
如
く
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
改
革
に
参
加
し
た
町
人
は
言
と
し
て
総
か
れ
ざ
る
な
く
、
改
革
髄
局
の
融
通
無
碍
な
る
、
領
内

「
此
冬
川
端
米
倉
川
相
場
に
て
丸
屋
與
市
と
博
多
一
手
と
爽
方
與
市
斑
手
に
て
段
舞
入
金
、
段
糞
と
入
金
せ
め
に
な
り
末
に
は
御
赦
方
初

1

’

の
世
の
中
と
成
る
。

２
此
群
雨
市
中
に
火
の
見
梯
子
を
立
つ
る
。
此
上
に
牛
魎
を
下
げ
る
ｏ

稲
岡
に
て
茂
町
、
藥
院
町
、
湊
町
、
西
町
、
本
町
。

岬
多
に
て
橋
口
町
、
淳
屋
番
、
呉
服
町
下
、
魚
町
上
、
濱
口
町
下
此

町
毎
に
立
あ
る
。
是
は
日
田
丸
屋
與
市
が
寸
志
な
り
と
。

（
以
上
「
天
保
弘
化
記
録
」
）

１
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〃

町
人
等
が
早
く
か
ら
此
の
改
革
の
前
途
を
兄
す
か
し
て
居
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
領
外
商
人
の
活
躍
を
封
建
祇
會
の
町
人
が
喜
び
迎
え
る
理
は
な
い
の
で
既
に
此
の
年
頭
の
松
噺
子
に
睦
脹
岡
城
中
で
丸
與
、
高
卒

の
二
人
は
同
行
の
恋
享
等
と
共
に
児
子
流
の
者
に
喧
嘩
を
仕
か
け
ら
れ
散
々
打
郷
さ
恥
博
多
諸
所
の
中
買
の
仲
裁
で
辛
く
も
事
無
き
を
得
た
事

件
が
あ
り
、
此
の
頃
涜
新
地
に
近
い
中
島
町
西
の
橋
に
次
の
落
首
を
眠
り
付
け
た
者
示
あ
っ
た
。

「
富
第
一
の
か
ら
し
あ
へ
賜
鹿
家
老
し
て
下
龍
た
主
ら
ね
」

（
か
ら
し
あ
へ
Ⅱ
辛
子
あ
え
馬
鹿
家
老
し
て
Ⅱ
「
ひ
ど
く
辛
く
て
」
の
方
言
）

此
の
除
り
に
樂
天
的
な
ろ
改
革
事
業
も
漸
く
四
面
楚
歌
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

常
時
に
於
け
る
中
の
島
浅
新
地
の
地
岡
を
兄
る
と
中
央
の
櫻
樹
と
藤
柵
を
中
心
と
し
て
之
を
囮
ん
で
芝
居
所
、
大
火
兇
を
戴
い
た
衞
第
一

場
、
富
勘
定
場
、
引
茶
屋
、
酒
屋
等
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
天
健
ハ
年
奔
に
至
っ
て
中
島
町
裂
に
馬
場
が
施
設
さ
れ
た
。
家
中
武
士

に
よ
っ
て
も
使
用
さ
れ
た
が
結
局
こ
れ
も
亦
職
樂
街
施
設
の
一
部
分
で
借
馬
に
よ
る
收
益
も
そ
の
企
劃
の
妓
一
初
か
ら
考
慮
に
入
触
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

濯
御
止
め
に
な
る
。
此
借
馬
壷
桑
御
切
手
六
十
匁
に
て
段
営
大
潜
り
也
。

此
春
中
腸
町
岡
手
浦
中
津
畠
西
の
方
に
騎
者
（
射
ヵ
）
馬
場
を
こ
し
ら
へ
此
借
馬
に
て
毎
日
ノ
、
夜
が
明
け
る
と
馬
に
乘
ら
ん
と
岡
新
地
に
來
る

る
ｏ
是
に
て
御
家
中
方
御
稽
古
乘
リ
症
成
さ
れ
し
由
、
又
共
脇
に
借
馬
若
者
一
三
一
人
程
有
。

の
馬
勤
を
こ
し
ら
へ
る
。
尤
も
騎
者
御
稽
古
の
日
は
借
馬
は
な
ら
ず
と

踊
大
火
兇
を
戴
い
た
窟
第
一

哩
場
が
施
設
さ
れ
た
。
家
中
武
士

に
は
幅
岡
城
中
で
丸
與
、
高
平

裁
で
辛
く
も
事
無
き
を
得
た
事

，
宙
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１
１ AStudyontheHistoryof eovernment in

thelWた"0ﾙaClan

-EspeciallyonReform" intheZ杉加POPeriod (1)-

byM・Higaki

Of thefinancial reformof theFWﾙ"O〃αclan in theZt7""天保

period, carriedout byS"〃DzzJYOf"白水養頑astheleader,Igavean

accountofthefollowingiilings:inthefirstplace, theacquisitionofpecie

andriceastheeconomicfoundationofthisreform; secondly, theaids

tothetheatricalandsum6(wrestlingmatches)performanceetc・with

theviewofvivifyingthecirculationofmoneyinthedomain; thirdly,

thepublicmanagementoflotterytothesameeffect.
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